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１．概要（Summary） 

本研究では、近年新たな環境調和型溶媒として欧米で

利用が拡大している液化ジメチルエーテル（DME）を用

いて大型藻類から脂質を抽出した後の残渣を観察し、未

解明である液化DMEによる抽出メカニズムを検討した。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

走査型電子顕微鏡 S5200, S4300 

【実験方法】 

下図に示す液化DME抽出装置を作成し、大型藻類を

充填した耐圧抽出カラムに液化 DME を送液した。抽出

圧力は 0.59MPa、抽出温度は 25℃である。抽出後の液

化 DME を耐圧回収容器に回収した後に、大気圧へと減

圧することで、標準沸点－25℃の DME を選択的に蒸発

させた。その後に、DME で抽出された水と脂質などの抽

出物を分離するため、水を 60℃で蒸発させた。大型藻類

の残渣は耐圧抽出カラムから回収し、走査型電子顕微鏡

（SEM）を用いて表面観察を行った。 

Fig. 1 DME extraction apparatus. 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

元の大型藻類の乾燥物（上）と液化 DME 抽出後の大

型藻類の残渣の SEM 像を次図に示す。抽出前後の大

型藻類の表面には亀裂などの著しい変化は観察されな

かった。つまり液化 DME によって細胞表面の多糖類や

セルロースは溶解しないと示唆された。さらに抽出後の残

渣には僅かに nm レベルの窪みが観察された。このことか

ら、細胞の内外で物質の交換を行うための細胞壁のセル

ロースミセルの間隙(1nm 程度)やセルロース微繊維間隙

(10nm 程度)の内部を、液化 DME や抽出物が通過して

抽出が起き、それにより間隙が拡張した可能性が示唆さ

れた。従って今後はこうしたナノ間隙での溶媒と溶質との

相平衡を詳細に理解することが、抽出メカニズムの解明に

必要であると考えられる。 
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Fig. 2 SEM images of macroalgae surface before 

(upper) and after (lower) the DME extraction. 


